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一般会計 決算を不認定
　９月定例会は９月１日から29日までの29日間の会期で開きました。
　本会議初日は、継続費の精算、財政状況の報告、平成29年度補正予算の５議案を原案どおり可決しました。
　一般質問では、９人が町長や教育長に行政事務についてただしました。
　また、平成28年度決算は決算特別委員会を設置し、４日間にわたり審査を行った結果、一般会計を賛成少数で
不認定、４特別会計を賛成多数で認定し、最終日の本会議場においても、このとおり決定しました。なお、今定
例会中に中学校給食に関する問題が大きく報道され、２日目の決算特別委員会を中断し、町へ説明を求めまし
た。最終日には、中学生が安心して昼食を食べることができる環境整備を求める決議案のほか、意見書案２件を
賛成多数で可決しました。

※入ったお金から使ったお金を差し引いた額は次年度へ繰越し

一般会計
歳 入

108億2,948万円
（前年度比2.5%減）

一般会計
歳 出

102億1,568万円
（前年度比1.3%減）

みなさんからの税金
49億4,121万円（45.6%）

使用料等
1億1,293万円（1.1%）

分担金等
6,676万円（0.6%）

その他
繰入金・諸収入等
16億  964万円（14.9%）

国・県からの補助金
20億5,983万円（19.0%）

地方交付税
7億5,460万円（6.9%）

借りたお金
6億2,550万円（5.8%）

その他（地方譲与税等）
6億5,901万円（6.1%）

【民生費】
福祉などの充実のために
34億2,880万円（33.6%）

【総務費】
町政運営のために
16億9,234万円（16.6%）

【土木費】
道路・水路等の整備のために
11億1,013万円（10.9%）

【衛生費】
町の衛生のために
12億9,227万円（12.6%）

【教育費】
学校や生涯学習のために
11億  154万円（10.8%）

【公債費】
借りているお金の返済
6億3,361万円（6.2%）

【消防費】
5億5,404万円（5.4%）

【その他】
4億  295万円（3.9%）

主

源

％
62.2

財

自

％
37.8
源
財
存
依
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平成28年度 一般会計 決算を不認定
町
の
財
政
状
況
は
良
好

　
町
は
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
監
査
委
員

の
審
査
に
付
し
、
結
果
を
議
会
に
報
告
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
監
査
委
員
の
審
査
結
果
意
見
書
で
は
、
い
ず
れ
の
指
標
に
お
い
て
も

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
、
町
財
政
は
良
好
な
状
態
で
あ
る
と
の
結

果
が
出
さ
れ
た
。

平成28年度各会計決算
会計別 歳入 前年度比 歳出 前年度比

一般会計 108 億 2,948 万円 2.5%減 102 億 1,568 万円 1.3%減

国民健康保険事業特別会計 46 億 9,947 万円 0.6%増 44 億 6,741 万円 0.2%増

後期高齢者医療特別会計 9 億 　64 万円 11.9%増 8 億 3,922 万円 9.5%増

介護保険事業特別会計 29 億　400 万円 2.4%増 27 億 5,164 万円 0.3%減

下水道事業特別会計 17 億 1,651 万円 16.3%増 16 億 5,910 万円 17.8%増
１万円未満は、四捨五入

財政指標　平成28年度健全化判断比率及び資金不足比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 下水道事業特別会計
に係る資金不足比率

一般会計の赤字の大
きさを示す

町の一般会計と特別
会計を合わせた赤字
の大きさを示す

その年の借金の返済
額の大きさを示す

今後支払わなければ
ならない負債の大き
さを示す

事業規模に対する資
金不足額の大きさを
示す

大磯町 ― ― 4.2% 68.1% —

国
財政健全 14.11% 19.11% 25% 350% 20%

財政再生 20% 30% 35% ― ―

保
全
及
び
取
り
立
て
に
関
し
必
要
な
措

置
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。
債
権
が
消
滅
し
た
と
き
、
そ

の
債
権
額
を
表
示
し
て
整
理
し
て
お
か

な
い
と
公
平
公
正
な
審
査
が
で
き
な
い
。

公
平
公
正
な
自
治
体
債
権
全
体
の
適
正

管
理
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

場
解
体
費
用
も
か
け
過
ぎ
。
財
政
難
の

も
と
、
な
ぜ
マ
リ
ア
道
の
拡
幅
か
。

　

国
保
事
業
は
、
な
お
保
険
税
の
軽
減

を
図
る
べ
き
。
後
期
高
齢
者
医
療
は
、

負
担
増
が
発
生
し
た
。
下
水
道
事
業
は
、

相
模
川
流
域
下
水
道
等
建
設
負
担
金
を

支
払
っ
た
。

す
。
減
額
の
仕
方
に
も
断
固
反
対
で
あ

る
。
幼
稚
園
・
保
育
園
の
保
育
料
は
不

納
欠
損
の
処
理
を
し
て
い
な
か
っ
た
。

子
ど
も
の
数
が
減
り
、
保
育
料
よ
り
も

収
入
未
済
額
が
多
く
な
る
こ
と
が
時
間

が
た
て
ば
生
じ
、
会
計
上
破
綻
す
る
の

が
目
に
見
え
て
い
る
。

【
高
橋
英
俊
議
員
】

　

一
般
会
計
を
不
認
定
と
し
、
４
特
別

会
計
を
認
定
と
す
る
。
不
認
定
の
理
由

は
、
保
育
園
負
担
金
、
幼
稚
園
保
育
料

に
つ
い
て
、
不
納
欠
損
処
理
を
し
な
い

ま
ま
、
持
ち
越
さ
れ
て
い
る
状
況
が
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
。
法
令
で
は
、
首

長
は
督
促
、
強
制
執
行
、
そ
の
他
そ
の

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　

中
学
校
給
食
問
題
は
来
年
度
に
向
け
、

自
校
方
式
の
調
査
を
行
う
な
ど
抜
本
的

な
見
直
し
を
。
み
な
と
オ
ア
シ
ス
推
進

事
業
の
基
本
構
想
策
定
は
、
町
民
が
求

め
る
参
画
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
で
過
大
な

施
設
建
設
に
税
金
が
使
わ
れ
た
。
駐
輪

【
柴
崎　

茂
議
員
】

　

中
学
校
給
食
の
問
題
の
ほ
か
に
も
日

常
的
な
業
務
で
我
慢
で
き
な
い
こ
と
が

多
々
あ
る
。
駐
輪
場
は
２
階
以
上
が
自

転
車
置
き
場
で
、
果
た
し
て
高
齢
者
や

子
供
に
優
し
い
町
と
言
え
る
か
。
火
葬

料
補
助
金
は
減
額
し
て
い
る
の
に
、
湯

水
の
ご
と
く
金
を
使
い
、
借
金
を
増
や

全
会
計
に 

反
対

一
般
会
計
に 

反
対

議
　
場
　
で
　
の
　
討
　
論
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大磯港みなとオアシス
基本構想の策定

郷土資料館
リニューアル

病後児保育の実施

622万円

455万円

8,036万円

平成28年度
こんな事業が
行われました

　認定こども園あおばと内の「もりのう
さぎ」で平成28年６月１日から実施し
た。登録児童数は35名、利用者数延べ
34名。看護師、保育士各１名を配置。

　展示室リニューアル及び資料・収蔵環
境の整備、中庭整備工事を行った。
　　リニューアル工事	 7,391万円
　　中庭整備工事	 645万円

　漁業協同組合の建物の建て替えに伴
い、賑わい交流施設整備計画基本構想の
策定を委託した。
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運動公園長寿命化対策

マリア道の整備

金額は、１万円未満を四捨五入

乗合タクシーの実証運行

リサイクルセンターの建設

2,804万円

2,516万円

48万円

４億4,093万円

　公園施設の安全性確保と機能保全を図
るため、転落防止柵、ウッドデッキ及び
噴水広場の改修を行った。

　（仮称）リサイクルセンター建設にあたり、
設計施工監理等委託と建設工事を行った。
　　設計施工監理等委託ほか	 603万円
　　建設工事	 ４億3,490万円

（平成29年度までの継続事業）

　運動公園北口や万台こゆるぎの森への
主要アクセス道路の整備を行った。
　　整備工事	 2,255万円
　　土地購入ほか	 261万円

（工事着手率は全体の約50％）

　西小磯東地区の一部を対象とした乗合
タクシーの実証運行を委託した。
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で
な
け
れ
ば
使
え
な
い
の
に
、

ま
る
で
72
年
前
の
軍
の
よ
う

な
使
い
方
だ
。
平
成
28
年
度

も
そ
う
い
う
こ
と
が
行
わ
れ

た
か
。

町
長　

業
務
の
執
行
に
当
た

っ
て
は
、
緊
急
や
む
を
得
な

い
場
合
に
は
、
予
算
の
流
用

や
予
備
費
の
充
用
に
よ
り
、

予
算
の
増
額
は
可
能
で
あ
る
。

今
回
は
適
切
な
手
続
き
で
あ

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

財
政
に
与
え
る
影
響
と
対
策

を
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

町
が
将
来
に
わ
た
っ

て
自
立
し
た
行
財
政
運
営
を

維
持
す
る
た
め
に
、
税
徴
収

の
体
制
強
化
、
町
有
地
の
処

分
、
国
庫
補
助
金
な
ど
の
特

定
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

ま
た
事
業
に
つ
い
て
は
緊
急

性
、
必
要
性
、
優
先
性
を
精

査
し
て
見
直
し
、
支
出
の
抑

制
を
は
か
っ
て
い
く
。

　

既
存
資
料
の
収
集
整
理
、

現
地
調
査
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
調
査
な
ど
を
も
と
に
、
整

備
基
本
構
想
を
作
成
し
た
。

　

賑
わ
い
交
流
施
設
の
整

備
・
運
営
方
法
と
し
て
、
公

設
民
営
方
式
の
ひ
と
つ
で
あ

る
設
計
提
案
付
指
定
管
理
方

式
を
採
用
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
い
う
結
論
を
得
た
。

　

町
民
参
加
は
港
湾
関
係
者
、

地
元
関
係
者
な
ど
だ
っ
た
。

問　

９
月
１
日
の
一
般
会
計

補
正
予
算
の
提
案
で
庁
舎
３

階
の
ト
イ
レ
が
詰
ま
っ
た
と

の
こ
と
で
、
修
繕
費
の
要
求

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
聞
け

ば
、
既
に
優
先
順
位
を
変
更

し
修
繕
を
実
施
し
た
と
の
こ

と
。
予
算
は
議
会
を
通
っ
て

問　

平
成
28
年
度
は
自
主
財

源
の
根
幹
で
あ
る
町
税
や
依

存
財
源
で
あ
る
国
・
県
か
ら

の
支
出
金
も
減
額
と
な
っ
た
。

　

一
方
で
経
常
的
に
必
要
な

扶
助
費
や
人
件
費
、
公
債
費

な
ど
は
前
年
よ
り
３
億
円
以

上
増
え
た
。
こ
の
状
況
が
行

問　

公
共
施
設
の
建
設
に
つ

な
が
る
調
査
の
件
数
、
内
容

と
総
額
は
。

答　

大
磯
港
み
な
と
オ
ア
シ

ス
（
賑
わ
い
交
流
施
設
）
整

備
計
画
基
本
構
想
業
務
委
託

の
み
が
該
当
、
委
託
費
は
453

万
６
千
円
だ
っ
た
。

0
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4,900

4,950

5,000

5,050

5,100

H23 H24 H25 H26 H27 H28

町税収入 扶助費 百万円議
決
前
に
予
算
を
使
っ
た
か柴

崎　

茂

税
収
減
の
影
響
と
対
策
は渡

辺　

順
子

施
設
建
設
関
連
の
調
査
は鈴

木　

京
子

【
文
責
は
本
人
】

３
人
が
総
括
質
疑

　

平
成
28
年
度
は
“
交
流
人

口
の
増
加
と
定
住
人
口
の
安

定
化
”
を
目
標
に
掲
げ
た

「
大
磯
町
第
四
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
」
の
ス
タ
ー

ト
年
で
あ
り
、
計
画
の
財
源

不
足
の
解
消
と
実
効
性
確
保

の
た
め
「
行
政
経
営
プ
ラ

ン
」
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

予
算
に
お
い
て
は
、
計
画

の
着
実
な
推
進
と
継
続
的
な

取
り
組
み
を
踏
ま
え
「
子
育

て
」
「
教
育
」
「
健
康
」

「
観
光
」
に
力
点
を
置
い
た

編
成
が
行
わ
れ
、
着
実
な
事

業
執
行
が
進
め
ら
れ
た
。

　

今
後
も
人
口
減
少
、
高
齢

化
は
進
む
と
み
ら
れ
、
扶
助

費
や
公
債
費
な
ど
の
経
常
的

経
費
の
増
加
以
外
に
、
公
共

下
水
道
事
業
な
ど
、
臨
時
的

に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
事

業
も
山
積
み
し
て
い
る
。

　

事
業
の
見
通
し
や
重
点
施

策
へ
の
配
分
な
ど
を
検
討
し
、

安
定
し
た
財
政
運
営
と
町
民

福
祉
の
向
上
を
望
む
。

　

収
入
未
済
額
や
不
納
欠
損

額
は
、
改
善
が
見
ら
れ
る
が
、

負
担
の
公
平
性
は
原
則
で
あ

り
、
収
入
未
済
額
が
生
じ
な

い
よ
う
、
現
年
度
分
の
徴
収

率
向
上
を
図
り
、
新
た
な
収

入
未
済
額
の
累
積
防
止
に
努

め
ら
れ
た
い
。

　
監
査
委
員
の
指
摘

代
表
監
査
委
員　
　

髙
野
澤　

均

監
査
委
員　
　

奥
津　

勝
子
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中
学
校
給
食

問　

中
学
校
給
食
に
か
か
る

全
体
の
経
費
は
。

答　

公
費
の
一
般
会
計
か
ら

調
理
・
配
送
委
託
料
と
し

て
約
３
千
300
万
円
、
栄
養

教
諭
の
人
件
費
が
約
450
万

円
で
あ
る
。
ま
た
、
食
材

費
と
し
て
保
護
者
負
担
分

が
約
４
千
万
円
で
、
合
計

約
７
千
750
万
円
で
あ
っ
た
。

問　

食
の
安
全
が
疑
わ
れ
る

事
項
は
。
ま
た
、
危
機
管

理
の
認
識
は
。

答　

平
成
28
年
度
は
、
異
物

混
入
の
報
告
が
32
件
あ
り
、

そ
の
う
ち
工
場
内
で
の
混

入
が
10
件
あ
っ
た
。
危
機

管
理
の
認
識
の
甘
さ
を
反

省
し
て
い
る
。

財
政
指
標　

問　

経
常
収
支
比
率
（
実
質

比
率
）
が
93.7
％
と
高
い
が

弾
力
性
の
あ
る
財
政
運
営

が
で
き
た
の
か
。

答　

適
正
な
範
囲
と
さ
れ
る

75
％
を
超
え
て
い
る
。
も

う
少
し
下
げ
た
ほ
う
が
理

想
的
な
財
政
運
営
が
で
き

る
の
で
は
と
考
え
る
。

不
納
欠
損

問　

歳
入
と
な
る
保
育
園
負

担
金
と
幼
稚
園
保
育
料
に

不
納
欠
損
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
理
由
は
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
13
年

度
、
14
年
度
の
滞
納
分
か

ら
不
納
欠
損
の
処
理
を
せ

ず
に
収
入
未
済
額
と
し
て

計
上
し
て
い
る
。

鴫
立
庵

問　

平
成
28
年
度
か
ら
指
定

管
理
に
よ
る
運
営
に
な
っ

た
が
、
効
果
は
あ
っ
た
か
。

答　

入
庵
者
は
減
少
し
た
が
、

飲
食
の
提
供
が
可
能
と
な

り
、
満
足
度
は
向
上
し
て

い
る
と
考
え
る
。
平
成
27

年
度
よ
り
約
60
万
円
経
費

の
削
減
が
で
き
た
。

職
員
の
働
き
方

問　

中
途
退
職
者
の
状
況
、

相
談
体
制
は
。

答　

平
成
28
年
度
の
退
職
者

は
正
規
職
員
６
名
で
あ
っ

た
。

　
　

相
談
は
状
況
に
応
じ
対

応
し
た
ほ
か
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
導
入
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
の
研
修
を
実
施
し
た
。

小
児
医
療
費
助
成

問　

医
療
費
助
成
の
状
況
と

1
人
当
た
り
の
医
療
費
は

い
く
ら
か
。
所
得
制
限
引

き
上
げ
の
考
え
は
。

答　

通
院
に
か
か
る
助
成
件

数
は
３
万
９
千
184
件
、
一

人
当
た
り
１
千
558
円
。
入

院
に
か
か
る
助
成
件
数
は

203
件
で
、
６
万
１
千
359
円
。

そ
の
ほ
か
償
還
分
を
含
め

た
医
療
費
は
総
額
７
千
554

万
３
千
220
円
で
あ
っ
た
。

　
　

平
成
27
年
に
所
得
制
限

の
引
き
上
げ
を
行
っ
た
。

拡
充
の
声
は
あ
る
が
懸
念

す
る
事
項
も
あ
る
。
仕
組

み
は
検
討
し
た
い
。

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

問　

交
付
金
の
使
途
は
。

答　

吉
田
茂
展
の
開
催
経
費
、

国
府
本
郷
23
号
線
整
備
、

大
磯
ブ
ラ
ン
ド
絵
巻
と
大

磯
暮
ら
し
印
刷
製
本
費
へ

充
当
し
た
。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

問　

平
塚
・
大
磯
・
二
宮
に

よ
る
共
同
整
備
は
期
待
し

た
効
果
が
あ
っ
た
か
。

答　

大
磯
町
に
は
な
か
っ
た

発
信
場
所
が
わ
か
る
シ
ス

テ
ム
の
導
入
や
出
動
体
制

の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

　
　

ま
た
、
各
市
町
で
整
備

す
る
よ
り
、
財
政
面
で
も

効
果
が
出
て
い
る
。

防
災

問　

総
合
防
災
訓
練
で
情
報

伝
達
手
段
で
あ
る
Ｍ
Ｃ
Ａ

無
線
が
つ
な
が
り
に
く
い

状
況
で
あ
っ
た
。
機
器
の

更
新
を
行
っ
た
か
。

答　

町
内
24
局
を
一
斉
に
受

け
た
た
め
つ
な
が
り
に
く

か
っ
た
が
、
津
波
避
難
訓

練
で
は
、
24
局
を
４
局
に

割
り
当
て
た
こ
と
で
つ
な

が
る
よ
う
に
な
っ
た
。
機

器
は
再
リ
ー
ス
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
平
成
28
年
度
予
算
施
政
方
針
に

基
づ
い
た
執
行
が
な
さ
れ
た
か
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

中
学
校
給
食
の
残
食
率
が
テ
レ
ビ
等
で
大
き
く
報
道
さ
れ

る
中
、
多
く
の
異
物
混
入
が
明
ら
か
に
な
り
、
各
委
員
か
ら

厳
し
い
質
問
が
集
中
し
、
一
般
会
計
は
５
年
ぶ
り
に
不
認
定

と
な
り
ま
し
た
。

決審

算査

指定管理になった鴫立庵

大磯暮らし

町内に配備されているMCA無線機
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本
庁
舎
建
設
基
金

問　

基
金
へ
の
積
み
立
て
１

億
円
の
根
拠
は
。

答　

平
成
12
年
に
本
庁
舎
建

設
基
金
条
例
を
制
定
し
た
。

建
て
替
え
時
期
を
決
め
た

具
体
的
な
計
画
は
な
い
が
、

今
後
必
要
と
な
る
の
で
積

み
立
て
る
。

学
校
燃
料
費

問　

燃
料
費
の
増
は
大
磯
小

の
灯
油
漏
れ
が
原
因
か
。

答　

使
用
量
の
増
加
も
あ
る

が
、
灯
油
漏
れ
に
よ
る
増

加
も
あ
る
と
考
え
る
。
購

入
量
や
購
入
回
数
が
多
い

こ
と
に
気
が
つ
か
ず
反
省

し
て
い
る
。

５
歳
児
検
診

問　

試
行
的
に
実
施
し
た
５

歳
児
検
診
の
内
容
は
。

答　

就
学
に
向
け
て
の
相
談

体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

町
立
幼
稚
園
・
保
育
園
の

年
中
児
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
。
今
後
も
親

と
の
個
別
相
談
な
ど
に
よ

り
丁
寧
な
対
応
を
す
る
。

教
育
支
援

問　

教
育
支
援
員
の
配
置
状

況
は
ど
う
か
。
成
果
や
今

後
の
課
題
は
。

答　

小
学
校
で
18
名
、
中
学

校
に
７
名
を
配
置
。
児
童
、

生
徒
の
生
活
面
、
学
習
面

で
の
困
り
ご
と
を
支
援
し

て
い
る
。
支
援
が
必
要
な

児
童
・
生
徒
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。
人
的
配
置
や
支

援
の
質
の
向
上
が
重
要
と

な
る
。

多
世
代
ま
ち
づ
く
り
事
業

問　

委
託
料
と
補
助
金
の
内

容
は
。

答　

事
業
の
担
い
手
で
あ
る

「
カ
ラ
フ
ル
」
に
、
町
の

紹
介
動
画
の
制
作
を
委
託

し
、
Ｐ
Ｒ
が
で
き
た
と
考

え
る
。

　
　

補
助
金
は
活
動
拠
点
へ

の
家
賃
補
助
で
あ
る
。

し
尿
処
理

問　

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
処

理
量
の
内
訳
は
。

答　

大
磯
町
７
千
958
キ
ロ
リ

ッ
ト
ル
、
平
塚
市
７
千
665

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
、
合
計
1

万
５
千
623
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

を
処
理
し
て
い
る
。

大磯小灯油配管破損状況を確認

し尿処理施設にて汚泥処理状況の確認

【
坂
田
よ
う
子
委
員
】

　

中
学
校
給
食
は
、
未
然
防

止
策
の
指
導
徹
底
が
さ
れ
ず

今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は

遺
憾
で
あ
る
。
議
会
へ
の
説

明
も
希
薄
で
あ
っ
た
。

【
清
田
文
雄
委
員
】

　

実
質
収
支
比
率
が
悪
化
し

た
。
計
画
的
な
財
政
運
用
が

計
ら
れ
た
か
疑
問
。
中
学
校

給
食
の
事
態
は
容
認
で
き
な

い
。

【
柴
崎　

茂
委
員
】

　

今
回
の
給
食
、
新
た
な
未

来
も
提
示
で
き
ず
に
、
誰
が

信
頼
を
寄
せ
る
か
。
町
民
の

生
活
に
密
着
し
た
支
出
、
負

担
を
下
げ
る
の
が
最
善
の
策
。

【
渡
辺
順
子
委
員
】

　

単
年
度
収
支
が
赤
字
、
事

業
も
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
る
。

中
学
校
給
食
は
拙
速
で
あ
っ

た
。
町
長
は
反
省
し
て
ほ
し

い
。

【
玉
虫
志
保
実
委
員
】

　

施
政
方
針
で
町
を
船
に
例

え
た
。
乗
組
員
の
ケ
ア
を
し
、

積
み
荷
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
、

船
の
大
き
さ
に
合
っ
た
航
海

を
す
べ
き
。

【
三
澤
龍
夫
委
員
】

　

予
算
執
行
に
当
た
り
、
何

ら
お
か
し
い
と
こ
ろ
は
な
い
。

新
し
い
事
業
を
や
る
と
き
、

す
べ
て
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く

と
い
う
の
は
難
し
い
。

【
竹
内
惠
美
子
委
員
】

　

予
算
は
適
正
に
執
行
さ
れ

た
。
中
学
校
給
食
は
反
省
し
、

早
期
に
対
応
を
図
る
べ
き
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
何
が

一
番
大
事
か
が
感
じ
取
れ
た
。

決
算
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
二
宮
加
寿
子

副
委
員
長
　
　
竹
内
恵
美
子

　
　
　
　
　
　
清
田
　
文
雄

　
　
　
　
　
　
三
澤
　
龍
夫

　
　
　
　
　
　
坂
田
よ
う
子

　
　
　
　
　
　
玉
虫
志
保
実

　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
順
子

　
　
　
　
　
　
柴
崎
　
　
茂

決
算
特
別
委
員
会
で
の
討
論

一
般
会
計
に 

反
対

全
会
計
に 

賛
成

全
会
計
に 

反
対
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中学校給食突然の休止

一刻も早く安心な給食を
突
然
の
休
止
通
知

　

平
成
29
年
10
月
12
日
、

「
中
学
校
給
食
を
10
月
13
日

（
金
）で
休
止
す
る
。」
と
の

内
容
の
大
磯
町
記
者
発
表
資

料
が
議
員
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
説
明
会
の
後
に
議

会
に
給
食
休
止
を
知
ら
せ
た

理
由
に
つ
い
て
教
育
長
は

「
保
護
者
を
優
先
に
10
月
11

日
に
給
食
休
止
を
通
知
し
、

弁
当
持
参
を
お
願
い
し
た
。

事
前
に
マ
ス
コ
ミ
に
知
ら
れ

た
く
な
か
っ
た
た
め
、
公
開

が
原
則
の
議
会
へ
の
通
知
は

後
に
し
た
。
今
後
は
自
校
方

式
、
親
子
方
式
な
ど
も
視
野

に
12
月
頃
ま
で
に
方
針
を
決

め
た
い
。
」
と
10
月
16
日
の

議
員
全
員
協
議
会
で
説
明
し

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
中
学

校
給
食
は
新
た
な
局
面
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
、
今
後
議

会
で
は
福
祉
文
教
常
任
委
員

会
で
調
査
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

保
護
者
や
議
会
の
声

　

給
食
を
望
む
声
、
家
庭
弁

当
を
望
む
声
、
選
択
制
を
望

む
声
が
あ
る
中
で
始
ま
っ
た

全
員
給
食
で
し
た
が
、
給
食

開
始
当
初
か
ら
生
徒
や
保
護

者
か
ら
味
付
け
や
献
立
改
善

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

議
会
へ
説
明
・
異
物
混
入

　

平
成
29
年
９
月
12
日
の
一

般
質
問
を
き
っ
か
け
に
全
国

平
均
6.9
％
を
大
き
く
上
回
る

26
％
の
残
食
率
の
高
さ
が
マ

ス
コ
ミ
に
大
き
く
報
道
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
新
た
に
84
件
の

異
物
混
入
の
事
実
が
テ
レ
ビ

で
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、

議
会
は
９
月
19
日
の
決
算
特

別
委
員
会
を
中
断
し
、
議
員

全
員
協
議
会
を
開
催
し
町
と

教
育
委
員
会
に
異
物
混
入
に

関
す
る
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
初
期
対
応
の

甘
さ
、
危
機
管
理
意
識
や
衛

生
管
理
指
導
の
不
足
な
ど
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
が
安
全
な
給
食
の
提

供
を
要
望
し
た
た
め
、
教
育

委
員
会
は
翌
20
日
か
ら
の
家

庭
弁
当
の
持
参
も
可
能
と
保

護
者
に
通
知
し
ま
し
た
。

決
算
不
認
定
と
決
議

　

９
月
29
日
、
議
会
は
平
成

28
年
度
一
般
会
計
を
不
認
定

と
し
、
そ
の
大
き
な
要
因
と

な
っ
た
給
食
問
題
に
関
す
る

決
議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。
（
12
面
参
照
）

給
食
導
入
ま
で
の
経
過

　

教
育
委
員
会
は
、
平
成
24

年
10
月
１
日
～
平
成
25
年
３

月
26
日
ま
で
、
小
・
中
保
護

者
や
学
校
長
、
公
募
町
民
等

に
よ
る
「
大
磯
町
立
中
学
校

給
食
に
関
す
る
懇
話
会
」
を

設
置
し
て
中
学
校
給
食
に
つ

い
て
検
討
し
ま
し
た
。
懇
話

会
は
「
早
い
時
期
に
自
校
方

式
で
の
中
学
校
給
食
の
実
施

を
希
望
す
る
。
自
校
方
式
実

施
ま
で
の
期
間
、
弁
当
持
参

が
困
難
な
家
庭
の
た
め
に
、

デ
リ
バ
リ
ー
給
食
で
の
対
応

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。」

と
の
意
見
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
教
育
委
員
会
内

部
で
財
政
面
や
導
入
の
し
や

す
さ
な
ど
か
ら
「
デ
リ
バ
リ

ー
方
式
に
よ
る
全
員
給
食
」

を
平
成
26
年
２
月
19
日
に
決

定
し
、
意
見
交
換
や
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

9月19日に明らかになった事項
年度別の異物混入の件数

平成27年度
（平成28年１月～３月） 40

平成28年度
（平成28年４月～平成29年３月） 32

平成29年度
（平成29年４月～７月） 12

合　　計 84

異物の種類
毛
髪

繊
維

衛
生
害
虫

虫 植
物

ビ
ニ
ー
ル

な
ど

金
属

そ
の
他

合　

計

39 14 ３ ７ １ ８ １ 11 84

○保健所への届け出
　 危険物の場合は事業者が保健所に届け

出る必要があるが、上記の異物につい
て事業者が届け出たかどうか、町は確
認していなかった。
○契約解除について
　 契約書では、事業者に重大な瑕疵があ

った場合は契約解除ができる。

○衛生管理への対応
　何回か指導をしている。
　 今年の３月にも衛生管理の

徹底を指導したが、今年度
も12件発生した。

　

町
は
教
育
委
員
会
の
決
定

の
と
お
り
、
平
成
27
年
１
月

13
日
の
政
策
会
議
で
全
員
給

食
実
施
を
決
定
し
、
平
成
27

年
６
月
議
会
に
補
正
予
算
を

計
上
。
議
会
は
賛
成
多
数
で

可
決
。
平
成
28
年
１
月
12
日

か
ら
給
食
を
開
始
し
ま
し
た
。
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問　

当
初
予
算
に
基
金
へ
の

積
立
金
が
あ
る
の
に
、
な

ぜ
増
額
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
。

答　

足
り
な
い
備
品
等
の
制

作
も
検
討
し
て
い
る
た
め
、

少
し
で
も
基
金
を
積
み
立

て
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

い
う
判
断
で
あ
る
。

問　

臨
時
職
員
は
ど
の
く
ら

い
募
集
し
、
ど
の
よ
う
に

配
置
し
て
い
く
の
か
。

答　

当
初
は
受
付
に
１
日
当

た
り
２
、
３
名
の
配
置
を

考
え
て
い
た
が
、
現
在
は

４
名
を
基
準
に
配
置
し
て

い
る
。
延
べ
人
数
で
、
新

た
に
384
人
分
を
計
上
し
た

い
。

問　

受
付
だ
け
で
な
く
、
来

館
者
へ
の
案
内
等
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
研
修
も
行

っ
て
ほ
し
い
が
。

答　

案
内
業
務
も
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
て
い
る
。
引
き
続

き
必
要
に
応
じ
て
研
修
も

加
え
て
い
き
た
い
。

問　

研
修
室
の
利
用
内
容
は
。

「
決
断
」
の
場
と
し
て
の

研
修
は
行
わ
れ
た
か
。

答　

公
の
会
議
や
一
般
団
体

の
研
修
が
行
わ
れ
た
。
吉

田
邸
と
し
て
の
研
修
は
企

画
中
で
あ
り
、
「
決
断
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
も

こ
れ
か
ら
開
催
し
て
い
く
。

問　

今
後
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増

や
す
方
策
は
あ
る
か
。

答　

１
年
目
の
大
き
な
目
的

は
、
ま
ず
旧
吉
田
茂
邸
を

知
っ
て
も
ら
い
来
館
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て

も
ら
う
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に

行
い
、
来
館
者
を
増
や
し
、

リ
ピ
ー
タ
ー
へ
つ
な
げ
る

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問　

課
題
で
あ
る
飲
食
施
設

整
備
の
検
討
は
。

答　

希
望
の
声
は
あ
る
が
、

現
状
は
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

が
難
し
い
。
公
園
全
体
と

し
て
考
え
、
関
係
機
関
と

協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
旧
吉
田
茂
邸
の
入
館
者
数
が
見
込

み
よ
り
多
く
、
入
館
料
が
２
千
825
万
円
の
増
と
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
基
金
へ
２
千
200
万
円
を
積
み
立
て
る
。
ま
た
、
臨

時
職
員
の
増
員
を
行
う
ほ
か
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
観
覧
券
の

印
刷
、
研
修
室
内
へ
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
休
憩
用
の
椅
子

な
ど
の
必
要
な
備
品
を
購
入
す
る
。

旧
吉
田
茂
邸
　
基
金
積
立
・
運
営
費
な
ど
増
額

国
民
健
康
保
険
の

広
域
化
に
向
け
た
積
立
金

山
車
の
修
繕
の
た
め
、

交
付
金
を
創
設

　

平
成
30
年
か
ら
都
道
府
県

も
国
民
健
康
保
険
の
保
険�

者

と
な
る
。
保
険
税
が
引
き
上

げ
に
な
っ
た
場
合
、
被
保
険

者
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に

基
金
へ
の
積
み
立
て
を
行
う
。

　

町
指
定
文
化
財
修
理
補
助

金
は
、
平
成
26
年
度
の
寄
付

金
を
原
資
と
し
修
理
費
の
２

分
の
１
を
補
助
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
特
に
御
船
祭
の
山

車
の
修
繕
に
と
い
う
寄
付
者

の
意
向
か
ら
、
新
た
に
大
磯

御
船
祭
山
車
等
修
理
交
付
金

を
創
設
し
全
額
を
補
助
す
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
町
指
定
文

化
財
修
理
補
助
金
118
万
８
千

円
を
大
磯
御
船
祭
山
車
等
修

理
交
付
金
に
切
り
か
え
、
237

万
６
千
円
を
交
付
す
る
。

増増

補正予算を可決
　一般会計補正予算は、歳入歳出予算の総額に５億2,378万4,000円を追加し、予算の総額は103億
8,200万8,000円となりました。
　審議ではさまざまな事業に対する質疑が、活発に行われました。
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平成29年度一般会計補正予算の主な内容
歳　入

旧吉田茂邸入館料 2,825万円

小学校費寄付金 200万円

歳　出

旧吉田茂邸整備活性化等基金への
積立金 2,200万円

御船祭山車等修理交付金 119万円

本庁舎修繕費 196万円

小学校備品購入費 210万円

本庁舎建設基金積立金 9,000万円

公共施設整備基金積立金 １億円

平成29年度各会計補正予算
会計別 歳入歳出予算

一般会計 103億8,201万円
（５億2,379万円を追加）

国民健康保険事業特別会計 48億3,973万円
（２億3,239万円を追加）

後期高齢者医療特別会計 ９億4,042万円
（6,142万円を追加）

介護保険事業特別会計 32億5,151万円
（１億5,051万円を追加）

下水道事業特別会計 18億6,203万円
（3,703万円を追加）

金額は、1万円未満を四捨五入

本
庁
舎
修
繕
費

小
学
校
の
楽
器
を
購
入

下
水
道
工
事
費

本
庁
舎
建
設
基
金

　

本
庁
舎
３
階
ト
イ
レ
の
汚
水
管
改
修
な
ど
の
緊
急
修
繕
を

実
施
し
た
こ
と
に
伴
い
、
196
万
３
千
円
を
増
額
す
る
。

　

両
小
学
校
の
教
育
活
動
の
た
め
に
い
た
だ
い
た
寄
付
金
200
万

円
を
活
用
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
や
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
な
ど
の
楽
器
を
購
入
す
る
た
め
、
学
校
備
品
購
入
費
を
210

万
円
増
額
す
る
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
の
２
カ
年
で
国
府
新
宿
地
内

の
延
長
435
ｍ
区
間
に
雨
水
管
を
整
備
す
る
に
あ
た
り
、
積
算
を

見
直
し
た
と
こ
ろ
、
８
千
万
円
の
増
額
が
必
要
と
な
っ
た
。
事

業
の
総
額
は
６
億
100
万
円
と
な
る
。

　

本
庁
舎
建
設
基
金
条
例
は
平
成
12
年
に
施
行
、
毎
年
１
億

円
を
積
み
立
て
る
と
し
て
い
る
が
、
財
政
状
況
か
ら
継
続
的

な
積
み
立
て
が
で
き
て
お
ら
ず
、
平
成
28
年
度
よ
り
、
前
年

度
の
繰
越
金
か
ら
積
み
立
て
を
再
開
し
た
。
今
年
度
は
当
初

予
算
で
１
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
た
め
９
千
万
円
を
増
額

す
る
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
整
備
基
金
へ
も
１
億
円
を
積
み
立
て
る
。

問　

３
階
ト
イ
レ
の
緊
急
修

繕
の
内
容
は
。

答　

老
朽
化
に
よ
り
排
水
管

が
詰
ま
っ
た
こ
と
で
、
汚

水
が
階
下
の
事
務
室
等
へ

漏
れ
た
可
能
性
が
あ
り
緊

急
修
繕
を
行
っ
た
。

問　

他
の
階
で
漏
れ
た
ら
補

正
で
対
応
す
る
の
か
。

答　

事
前
に
改
修
が
必
要
と

判
断
で
き
る
部
分
と
、
そ

問　

公
共
施
設
総
合
管
理
計

画
が
定
ま
っ
た
が
、
町
の

大
き
な
施
設
で
あ
る
本
庁

舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

今
後
の
方
針
は
。

う
で
な
い
部
分
が
あ
る
の

で
、
緊
急
修
繕
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
も
あ
る
。

問　

既
に
行
っ
た
工
事
な
ら

予
備
費
対
応
か
専
決
処
分

し
か
な
い
の
で
は
。

答　

予
定
し
て
い
た
修
繕
が

あ
る
が
、
緊
急
の
た
め
先

に
工
事
を
行
っ
た
。
そ
の

他
の
修
繕
も
必
要
な
た
め
、

補
正
を
お
願
い
し
た
い
。

答　

今
年
度
、
個
別
計
画
の

策
定
に
入
っ
て
く
る
。
個

別
計
画
は
３
期
・
30
年
の

計
画
で
あ
り
、
施
設
の
耐

用
年
数
な
ど
を
ふ
ま
え
定

め
る
た
め
、
議
会
の
意
見

も
い
た
だ
き
進
め
た
い
。

増 増

継続費
２カ年の事業が終了

郷土資料館リニューアル事業
・設計監理委託料
　支出額　745万2,000円
　（株）坂倉建築研究所
・工事請負費
　支出額　8,262万円
　（株）丹青社

公共下水道整備事業
・設計監理委託料
　支出額　1,034万6,400円
　（公財）神奈川県都市整備技術センター
・工事請負費
　支出額　２億4,462万円
　（株）アコック

一般
会計

下水道
会計
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議
会
は
定
例
会
最
終
日
の
９
月
29
日
、
中
学
校
給
食
で
の
問
題
発
生
に
関
す
る
決
議
案
を

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
町
長
は
、
給
食
導
入
の
経
過
や
味
の
改
善
、
異
物
混
入
に
つ
い
て
の
対
応

の
甘
さ
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
初
期
対
応
が
甘
か
っ
た
こ
と
や
子
ど
も
た
ち
に
精

神
的
な
負
担
を
か
け
た
こ
と
は
痛
恨
の
極
み
、
ざ
ん
き
に
堪
え
な
い
。
現
在
業
者
と
の
契
約

変
更
を
協
議
中
で
10
月
末
に
結
論
を
出
し
た
い
」
と
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

中学生が安心して
昼食を食べることができる

環境整備を求める決議
　

平
成
28
年
１
月
か
ら
学
校

給
食
が
始
ま
っ
て
１
年
半
が

経
過
し
た
。
そ
の
間
味
付
け

に
つ
い
て
は
改
善
が
み
ら
れ

た
が
、
全
国
平
均
6.9
％
を
上

回
る
26
％
の
残
食
率
の
高
さ

と
84
件
の
異
物
混
入
が
マ
ス

コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
生

徒
た
ち
の
健
康
や
生
活
環
境

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
事

態
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
町
は
異
物
混
入
の

報
告
を
、
昨
年
３
月
28
日
以

降
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、
議

会
は
テ
レ
ビ
放
映
で
事
実
を

知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
会

軽
視
で
あ
り
、
非
常
に
遺
憾

で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
議
会
は
次
の
点

を
要
望
す
る
。

１�

．
町
長
は
教
育
委
員
会
と

一
体
と
な
っ
て
、
一
刻
も

早
く
生
徒
た
ち
が
安
心
し

て
昼
食
を
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
２�

．
町
長
は
こ
の
よ
う
な
事

態
に
至
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
深
く
反
省
し
町
民
に
謝

罪
す
る
こ
と

平
成
29
年
９
月
29
日

　
　

提
出
者　

渡
辺　

順
子

　
　

賛
成
者　

吉
川　

重
雄

　
　
　
　
　
　

坂
田
よ
う
子

　
　
　
　
　
　

清
田　

文
雄

　
　
　
　
　
　

片
野　

哲
生

　
　
　
　
　
　

高
橋　

英
俊

　
　
　
　
　
　

玉
虫
志
保
実

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

京
子

　

大
磯
恒
道
会
は
昭
和
49
年

に
大
磯
町
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
恒
道
園
」
を
開
設

し
て
以
来
、
地
域
密
着
型
の

介
護
施
設
と
合
わ
せ
、
高
齢

者
を
介
護
す
る
町
民
が
頼
り

に
し
て
い
る
法
人
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
４
年
間
、

熟
練
職
員
の
退
職
な
ど
で
職

員
配
置
が
不
十
分
に
な
り
、

昨
年
は
県
か
ら
介
護
保
険
法

に
よ
る
改
善
勧
告
と
指
導
が

　

国
際
的
に
約
束
さ
れ
て
い

る
２
０
２
０
年
以
降
の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
森
林
吸
収

源
対
策
の
推
進
が
不
可
欠
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
森
林
が
多
い
山

村
地
域
の
市
町
村
は
林
業
従

事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

担
い
手
育
成
や
山
村
対
策
に

行
わ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
か
ら
法
人

経
営
が
悪
化
し
、
職
員
給
与

の
遅
配
な
ど
が
起
こ
り
、
県

が
監
査
、
勧
告
を
行
い
経
営

陣
が
退
任
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

よ
っ
て
、
議
会
は
県
に
対

し
て
、
新
た
に
法
人
の
経
営

を
任
せ
ら
れ
る
者
が
社
会
福

祉
に
造
詣
が
深
く
、
大
磯
恒

道
会
の
運
営
理
念
を
理
解
し
、

主
体
的
に
取
り
組
む
た
め
の

恒
久
的
な
財
源
が
不
足
し
て

い
る
。

　

政
府
・
与
党
は
「
平
成
29

年
度
税
制
改
正
大
綱
」
に
お

い
て
、
個
人
住
民
税
均
等
割

の
枠
組
み
の
活
用
を
含
め

「
全
国
森
林
環
境
税
」
の
創

設
に
向
け
、
具
体
的
な
仕
組

み
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
方

針
を
示
し
た
。

利
用
者
が
安
心
で
き
る
施
設

運
営
を
す
る
よ
う
に
指
導
を

行
う
よ
う
要
望
す
る
。

平
成
29
年
９
月
29
日

　
　

提
出
者　

吉
川　

重
雄

　
　

賛
成
者　

坂
田
よ
う
子

　
　
　
　
　
　

清
田　

文
雄

　
　
　
　
　
　

片
野　

哲
生

　
　
　
　
　
　

高
橋　

英
俊

　
　
　
　
　
　

奥
津　

勝
子

　
　
　
　
　
　

二
宮
加
寿
子

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
森
林
・

林
業
・
山
村
対
策
の
抜
本
的

強
化
を
は
か
る
た
め
、
「
全

国
森
林
環
境
税
」
の
早
期
創

設
を
求
め
る
。

平
成
29
年
９
月
29
日

　
　

提
出
者　

清
田　

文
雄

　
　

賛
成
者　

坂
田
よ
う
子

　
　
　
　
　
　

高
橋　

英
俊

　
　
　
　
　
　

二
宮
加
寿
子

社
会
福
祉
法
人
大
磯
恒
道
会
の
運
営
が
よ
り
適
切
に
な
さ
れ
る
よ
う

神
奈
川
県
の
積
極
的
な
指
導
を
求
め
る
意
見
書

「
全
国
森
林
環
境
税
」
の
創
設
に
関
す
る
意
見
書
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議案に対する各議員の賛否結果一覧表
議
案
番
号

議員名（議席順）　

　議　　　案

竹
内
恵
美
子

清
田　
文
雄

吉
川　
重
雄

三
澤　
龍
夫

片
野　
哲
生

高
橋　
英
俊

奥
津　
勝
子

二
宮
加
寿
子

坂
田
よ
う
子

玉
虫
志
保
実

鈴
木　
京
子

渡
辺　
順
子

柴
崎　
　
茂

関　
　
威
國

結　
　
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ
番
号

27 平成29年度大磯町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

10
〜
11

28 平成29年度大磯町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

29 平成29年度大磯町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

30 平成29年度大磯町介護保険事業特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

31 平成29年度大磯町下水道事業特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

32 平成28年度大磯町一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ― 不認定

２
〜
８

33 平成28年度大磯町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決
算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 認定

34 平成28年度大磯町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 認定

35 平成28年度大磯町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 認定

36 平成28年度大磯町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 認定

意見書案
第２号 「全国森林環境税」の創設に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ― 可決

12意見書案
第３号

社会福祉法人大磯恒道会の運営がより適切になされるよ
う神奈川県の積極的な指導を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

決議案
第１号

中学生が安心して昼食を食べることができる環境整備を
求める決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ― 可決

　○は賛成　●は反対　―は議長が賛否に加わっていない

みなさんの陳情はこうなりました
番　号 件　名 提出者 要　旨 付託

委員会 委員会の意見・結果

第5号
「薬害肝炎救済法の延長
を求める意見書」の採択
を求める陳情

薬害肝炎弁護団・原告団
　鈴木　順

薬害肝炎問題の全面解決に
向け、薬害被害者が安心し
て暮らせるよう、国に対
し、法改正を求めるよう、
意見書の提出を求めるも
の。

福祉
文教

薬害被害者が、安心して暮らす
ために必要なことであり、人道
的にはわかるが、現実的には難
しいと思う。

趣旨採択
（採択２、趣旨採択４）

第6号
所得税法第56条廃止の意
見書を国に提出すること
を求める陳情

平塚民商婦人部
　部長　高瀬　初江

国に対し、家族従事者の人
権を認めない所得税法第
56条を廃止するよう意見
書の提出を求めるもの。

総務
建設

青色申告では、家族、従業員への
給料は必要経費として認められ
ている。申告については、個人の
選択の自由が守られており、矛盾
した制度ではないと考える。

不採択
(採択１、不採択５)

第7号
「全国森林環境税の創設
に関する意見書採択」に
ついての陳情書

全国森林環境税創設促進
議員連盟
　会長　板垣　一徳
(新潟県村上市議会議員)

森林、林業、山村対策の抜
本的強化を図るための「全
国森林環境税」の早期導入
を強く求めるため、政府、
国会等関係要路に対し意見
書の提出を求めるもの。

総務
建設

全国的に山に手を加えられてお
らず、里山は荒れ放題となってい
る。税がしっかりと投入できる環
境づくりが必要。

採択
(採択３、趣旨採択１、不採択２)

※趣旨採択：「願意は理解できるが、実現性の面で確信が持てない」といった場合に採られる決定の方法。

誰でも陳情書や請願（議員の紹介が必要）を議会に提出することができます。
詳しくは議会事務局にお問合せください。　　　　　　　　　　　　　　　　
６１－４１００（内線２８１）※提出の締め切り（12月定例会分）11月20日（月）午後５時まで
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一般質問は、９月１１日・１２日に９人の議員から２１問ありました。

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。
詳細は会議録・ホームページ・ＤＶＤ（図書館貸出）をご利用ください。

【文責は本人】

坂田よう子

問　

来
年
、
平
成
30
年
は
明

治
元
年
か
ら
起
算
し
150
年
に

当
た
り
、
国
は
、
「
明
治
150

年
」
に
向
け
た
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
土

交
通
省
は
明
治
期
の
立
憲
政

治
の
確
立
等
に
関
す
る
歴
史

的
遺
産
の
保
存
・
活
用
の
た

め
「
明
治
記
念
大
磯
邸
園

（
仮
称
）
」
整
備
を
施
策
に

掲
げ
、
旧
伊
藤
博
文
邸
「
滄

浪
閣
」
を
中
心
と
す
る
建
物

群
等
の
一
体
的
、
有
機
的
な

活
用
を
図
る
と
し
た
。

　

町
は
、
歴
史
的
・
文
化
的

な
資
源
の
保
存
・
活
用
、
邸

園
文
化
圏
の
実
現
を
総
合
計

画
等
に
記
載
し
、
模
索
し
て

き
た
。
こ
の
機
会
を
い
か
に

捉
え
行
動
す
る
か
。

町
長　

国
・
県
と
の
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
、
積
極
的
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　

国
土
交
通
省
は
、
来
年

度
予
算
の
概
算
要
求
に
「
明

治
記
念
大
磯
邸
園
（
仮

称
）
」
整
備
を
盛
り
込
ん
だ
。

旧
伊
藤
博
文
邸
の
ほ
か
旧
池

田
成
彬
邸
、
旧
大
隈
重
信
邸
、

旧
陸
奥
宗
光
邸
と
そ
の
周
辺
、

約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
国
営
公

園
と
し
、
要
求
額
は
273
．
3

億
円
の
一
部
を
予
定
と
し
た
。

　

長
年
、
邸
園
文
化
圏
再
生

構
想
に
携
わ
っ
て
き
た
関
係

者
の
思
い
を
大
切
に
実
現
に

向
か
う
こ
と
を
期
待
す
る
。

答　

湘
南
邸
園
文
化
祭
も
12

回
目
を
迎
え
て
お
り
、
大
き

な
位
置
づ
け
と
な
る
。湘南邸園文化祭

　明治150年記念
　　　　大磯邸園の実現は

積極的に対応する
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二宮加寿子

竹内恵美子

問　

子
ど
も
や
高
齢
者
、
社

会
的
弱
者
の
視
点
に
つ
い
て
、

国
府
小
学
校
の
災
害
用
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
水
圧
が
弱

く
健
常
者
で
も
使
い
づ
ら
い

状
況
で
、
高
齢
者
な
ど
は
さ

ら
に
使
い
づ
ら
い
と
伺
う
が
、

災
害
時
に
実
際
に
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
と
し
て
使
用
で
き

る
か
。

答　

国
府
小
学
校
で
は
プ
ー

ル
の
脇
に
災
害
用
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
が
設
置
で
き
る
よ

う
配
置
さ
れ
、
し
尿
を
流
す

水
は
プ
ー
ル
と
の
水
位
の
差

を
利
用
し
流
す
仕
組
み
と
な

っ
て
い
る
。
水
圧
が
弱
い
た

め
、
バ
ケ
ツ
に
水
を
く
み
上

げ
て
流
す
方
法
が
よ
い
が
高

齢
者
な
ど
は
使
用
し
づ
ら
い

問　

「
東
の
池
」
は
町
所
有

の
普
通
財
産
で
あ
る
。
そ
の

「
東
の
池
」
の
蓮
の
花
が
、

３
年
も
咲
い
て
な
い
が
。

町
長　

池
の
水
を
抜
か
ね
ば

な
ら
な
い
た
め
、
調
査
は
実

施
し
て
い
な
い
。

問　

花
を
咲
か
せ
る
た
め
の

方
策
は
。

答　

関
係
機
関
や
水
利
組
合

と
も
情
報
を
共
有
し
、
支
援

策
等
の
検
討
を
進
め
る
。

問　

調
査
が
簡
単
な
も
の
で

は
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い

る
が
、
あ
ら
ゆ
る
機
関
を
使

っ
て
調
べ
て
ほ
し
い
が
。

答　

神
奈
川
県
の
関
係
機
関
、

東
海
大
学
、
神
奈
川
大
学
等

と
調
査
・
研
究
で
連
携
で
き

る
か
ど
う
か
模
索
す
る
。

と
の
意
見
が
あ
る
。
避
難
所

の
ト
イ
レ
が
良
好
な
環
境
と

な
る
よ
う
検
討
、
整
備
を
進

め
て
い
く
。

問　

災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
の
数
が
少
な
く
、
使
え

な
い
状
況
の
対
策
は
。

答　

断
水
で
排
水
が
で
き
な

い
場
合
、
町
で
は
洋
式
便
器

に
設
置
す
る
便
袋
を
平
成
28

年
度
７
千
240
回
分
の
備
蓄
。

平
成
29
年
度
２
千
回
分
を
購

入
予
定
。

問　

学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
及

び
体
育
館
の
多
目
的
ト
イ
レ

設
置
状
況
は
。
多
目
的
ト
イ

レ
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
か
。

答　

７
割
程
度
が
洋
式
化
。

３
校
に
は
設
置
さ
れ
て
い
る

が
対
応
し
て
い
な
い
。

問　

水
抜
き
は
ど
う
か
。

答　

池
の
管
理
を
し
て
い
る

水
利
組
合
に
働
き
か
け
る
。

問　

ど
こ
が
や
る
か
、
誰
が

や
る
の
か
で
は
な
く
行
政
が

地
域
資
源
と
し
て
積
極
的
に

進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
が
。

答　

「
東
の
池
」
の
環
境
改

善
に
向
け
た
支
援
を
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

法
的
な
と
こ
ろ
で
し

っ
か
り
検
討
す
る
。

問　

蓮
の
花
が
咲
い
た
ら
、

夏
の
観
光
名
所
の
大
き
な
目

玉
と
な
る
の
で
は
。

答　

取
り
組
み
や
連
携
を
進

め
る
こ
と
で
、
大
磯
の
魅
力

発
見
に
生
か
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

運
動
公
園
の
活
用

災害用マンホールトイレ

花が咲いていない東の池

　災害用マンホール
　　　　トイレの使用は

高齢者は使用しづらい

　「東の池」の蓮の花の復活は
水利組合に働きかける
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柴崎　茂

奥津勝子

問　

大
磯
町
に
は
お
金
が
な

い
と
言
い
な
が
ら�

、
町
長

は
自
分
た
ち
の
給
料
を
増
や

し
た
。
町
長
に
な
っ
て
、
実

際
は
お
金
が
あ
っ
た
の
か
。

町
長　

歳
費
、
火
葬
料
、
町

の
借
金
の
こ
と
、
整
合
性
は

と
れ
て
い
る
か
と
い
う
ご
質

問
だ
が
、
私
が
町
長
に
就
任

し
て
７
年
た
ち
、
２
度
の
町

長
選
挙
を
経
て
町
民
の
皆
さ

ん
の
負
託
に
応
え
、
皆
さ
ん

の
期
待
に
応
え
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
町
政
運
営
を
進
め

て
き
た
こ
と
は
、
胸
を
張
っ

て
申
せ
る
。
町
全
体
、
町
の

将
来
を
見
据
え
計
画
的
に
施

策
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
町
の
財
源
が
限
ら
れ
て

い
る
中
、
い
か
に
皆
さ
ん
の

問　

中
高
年
の
方
た
ち
が
、

耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
、
市

民
農
園
と
し
て
利
用
し
て
い

る
。
野
菜
や
果
物
を
作
ら
れ

て
い
る
が
、
農
地
の
保
全
も

図
り
、
健
康
増
進
の
た
め
に

も
良
い
制
度
で
あ
る
。

　

町
の
市
民
農
園
と
県
の
農

園
の
利
用
状
況
は
。

町
長　

市
民
農
園
と
し
て
７

カ
所
267
区
画
、
う
ち
239
区
画

が
利
用
さ
れ
、
90
％
の
稼
働

率
、
県
は
４
カ
所
29
区
画
、

う
ち
28
区
画
利
用
、
ホ
ー
ム

フ
ァ
ー
マ
ー
事
業
を
実
施
。

問　

市
民
農
園
の
管
理
は
適

正
か
。

答　

各
農
園
を
見
回
り
、
利

用
者
に
周
知
し
指
導
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
に

期
待
に
応
え
る
か
を
常
に
念

頭
に
置
き
費
用
対
効
果
、
事

業
の
優
先
度
に
つ
い
て
様
々

な
選
択
、
ま
た
、
高
齢
化
社

会
の
進
展
に
つ
な
が
る
扶
助

費
の
増
加
と
い
っ
た
状
況
な

ど
町
全
体
の
取
り
組
み
状
況

な
ど
を
ふ
ま
え
、
予
算
編
成

を
し
て
き
た
。
整
合
性
は
と

れ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

問　

箱
物
大
好
き
な
町
長
と

い
っ
た
ら
そ
れ
ま
で
だ
が
、

今
後
の
維
持
費
の
こ
と
、
人

が
増
え
な
け
れ
ば
借
金
が
増

え
る
だ
け
で
、
返
す
人
が
い

な
い
。
日
本
全
体
が
そ
う
で

大
磯
町
だ
け
が
増
え
る
要
因

は
ひ
と
つ
も
な
い
。

町
長　

こ
れ
は
意
見
の
対
立
、

考
え
方
の
違
い
で
あ
る
。

お
願
い
す
る
。
雑
草
が
生
え

な
い
シ
ー
ト
を
張
り
対
応
。

問　

今
後
の
見
通
し
と
利
用

者
ら
の
要
望
は
。

答　

区
画
の
面
積
の
工
夫
と

か
、
利
用
者
の
要
望
、
ニ
ー

ズ
を
更
新
時
期
に
合
わ
せ
検

討
し
て
い
く
。

問　

災
害
時
に
、
現
在
営
業

し
て
い
る
農
地
を
、
防
災
農

地
と
し
て
指
定
す
る
考
え
は
。

町
長　

災
害
時
に
、
住
民
の

安
全
確
保
と
円
滑
な
復
旧
活

動
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
生
産
緑
地
の

対
応
地
区
外
だ
が
、
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、
県
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
対
応
活

動
対
策
を
進
め
て
行
く
。

課税根拠となる住民所得

西小磯の市民農園

　中﨑町長の行政に
　　　　整合性はあるか

あると自負している

　市民農園の
　　　　あり方について問う

利用しやすい運営を
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吉川重雄

玉虫志保実

問　

中
学
校
給
食
が
ス
タ
ー

ト
し
て
か
ら
１
年
半
が
経
過

し
、
主
食
・
副
食
が
各
ク
ラ

ス
で
２
割
か
ら
３
割
以
上
も

食
べ
ら
れ
て
い
な
い
状
態
が

続
い
て
い
る
。
育
ち
盛
り
の

中
学
生
に
と
っ
て
異
常
と
も

い
え
る
現
状
を
看
過
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
町
長
は
早

急
に
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
こ
と

な
く
改
善
策
を
示
す
べ
き
で

あ
る
。
見
解
を
求
む
。

町
長　

残
食
量
が
多
い
こ
と

に
つ
い
て
委
託
業
者
と
話
し

課
題
は
共
有
し
て
い
る
。
し

か
し
現
状
の
改
善
は
デ
リ
バ

リ
ー
方
式
で
は
添
え
な
い
認

識
は
十
分
知
っ
て
い
る
。
み

ん
な
が
同
じ
も
の
を
食
べ
楽

し
い
共
通
の
話
題
を
持
っ
て

問　

デ
リ
バ
リ
ー
方
式
の
中

学
校
給
食
は
、
本
当
は
誰
の

た
め
の
も
の
な
の
か
。

教
育
長　

子
供
た
ち
に
正
し

い
食
生
活
の
習
慣
を
身
に
つ

け
て
も
ら
い
、
食
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
学
ん
で
も
ら

う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

問　

現
在
の
給
食
形
態
は
大

磯
町
か
ら
中
学
生
へ
の
い
じ

め
で
は
な
い
か
。

町
長　

い
じ
め
防
止
対
策
推

進
法
に
お
い
て
、
い
じ
め
と

は
、
児
童
生
徒
に
対
し
て
当

該
児
童
生
徒
が
在
籍
す
る
学

校
に
在
籍
し
て
い
る
等
、
当

該
児
童
生
徒
と
一
定
の
人
間

関
係
に
あ
る
他
の
児
童
生
徒

が
行
う
心
理
的
ま
た
物
理
的

な
影
響
を
与
え
る
行
為
で
あ

い
け
る
よ
う
な
ス
ク
ー
ル
ラ

ン
チ
を
考
え
た
。

問　

こ
の
写
真
は
あ
る
日
の

一
ク
ラ
ス
の
事
例
で
30
人
中
、

お
か
ず
は
29
人
が
残
食
、
ご

は
ん
は
22
人
が
残
食
で
あ
る
。

育
ち
盛
り
の
中
学
生
が
食
べ

ら
れ
な
い
現
状
を
見
て
、
な

ぜ
食
育
と
語
れ
る
の
か
。
昼

食
が
食
べ
ら
れ
な
い
、
食
べ

な
い
で
勉
強
や
部
活
動
を
す

る
こ
と
が
い
い
と
思
う
か
。

こ
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て

卒
業
さ
せ
て
い
い
と
思
う
か
。

行
政
の
責
任
者
で
あ
る
。
認

識
を
問
う
。

町
長　

決
断
し
変
え
て
い
く

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

危
機
的
な
恒
道
会
の
問
題

り
、
当
該
行
為
の
対
象
と
な

っ
た
児
童
生
徒
が
心
身
の
苦

痛
を
感
じ
て
い
る
と
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
絶
対
に
し
て

は
な
ら
な
い
行
為
で
あ
る
。

い
じ
め
が
発
生
し
た
時
に
総

合
教
育
会
議
を
招
集
す
る
責

任
者
で
あ
る
町
長
が
決
定
し

た
給
食
形
態
が
、
中
学
生
に

対
し
て
の
い
じ
め
と
い
う
言

葉
は
、
学
校
給
食
法
に
基
づ

き
実
施
し
て
い
る
学
校
給
食

へ
不
信
感
を
与
え
る
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
。
不
適
切
極

ま
り
な
い
言
葉
で
あ
り
、
町

側
と
し
て
、
こ
の
発
言
に
断

固
抗
議
申
し
上
げ
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

大
磯
駅
前
用
地
の
利
活
用

に
つ
い
て

完食したのは１人だけの給食

栄養があるから食べてね

　中学校給食、
　　　　早急に改善策を示せ

変えることは困難

　中学校給食は
　　　　誰のためのものか

子どもが食を学ぶため
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渡辺順子

鈴木京子

問　

大
磯
町
福
祉
作
業
所
連

絡
会
か
ら
、
庁
舎
１
階
で
物

品
を
販
売
し
た
い
と
の
要
望

が
あ
る
が
、
検
討
は
し
た
か
。

答　

町
か
ら
販
売
可
能
な
場

所
と
時
間
帯
、
12
時
か
ら
１

時
半
を
提
案
し
て
、
了
解
の

返
事
を
も
ら
っ
た
。

問　

提
案
し
た
場
所
は
狭
く

て
対
面
販
売
も
で
き
な
い
。

販
売
時
間
は
短
く
利
益
も
上

が
ら
な
い
。
ト
イ
レ
も
近
い
。

他
に
適
切
な
場
所
が
あ
る
が
。

答　

ま
ず
始
め
て
、
可
能
性

を
探
っ
て
か
ら
考
え
る
。

公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て

問　

現
在
町
の
主
な
公
共
施

設
全
体
の
維
持
管
理
費
用
は
。

答　

建
物
の
維
持
管
理
運
営

問　

町
長
の
動
向
、
町
の
交

際
費
、
公
用
車
の
運
転
日
報
、

職
員
の
旅
行
命
令
簿
を
突
合

す
る
と
、
町
長
の
公
務
内
容

に
疑
問
が
生
じ
る
。

　

単
独
で
自
民
党
や
政
府
関

係
者
、
企
業
ト
ッ
プ
と
会
う

理
由
は
何
か
。

町
長　

町
政
に
有
効
、
有
用

な
仕
事
を
公
務
と
い
う
。
状

況
判
断
に
よ
り
私
１
人
で
出

席
、
面
会
す
る
こ
と
も
あ
る
。

問　

今
は
情
報
公
開
の
世
界

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
発
達

し
て
い
る
。
単
独
で
動
く
の

は
原
則
や
っ
て
は
な
ら
な
い

と
思
う
。
森
友
、
加
計
の
よ

う
に
、
後
で
説
明
が
つ
か
な

い
こ
と
は
や
っ
て
は
な
ら
な

い
。

に
年
４
億
円
ほ
ど
か
か
っ
て

い
る
。
将
来
建
て
替
え
る
場

合
は
480
億
円
近
い
コ
ス
ト
が

か
か
る
。
庁
舎
、
消
防
署
、

学
校
な
ど
の
行
政
サ
―
ビ
ス

の
根
幹
施
設
を
除
き
15
％
の

削
減
を
目
指
す
。
道
路
等
イ

ン
フ
ラ
は
長
寿
命
化
を
図
る
。

問　

町
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と

町
民
が
理
解
し
、
納
得
で
き

る
説
明
が
求
め
ら
れ
る
が
。

答　

計
画
の
前
段
か
ら
十
分

な
時
間
を
か
け
て
意
見
を
聴

取
・
検
討
す
る
。
各
施
設
の

状
況
に
あ
っ
た
町
民
参
加
を

行
い
、
議
会
の
意
見
も
し
っ

か
り
聞
い
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

景
観
形
成
重
点
地
区
で
あ

る
大
磯
駅
前
の
整
備
方
法

　

公
用
車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
、

人
件
費
、
高
速
道
路
料
金
も

全
部
税
金
で
あ
る
。

　

透
明
性
は
確
保
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

ど
う
し
て
も
相
手
方
が

動
向
掲
載
を
拒
む
場
合
が
あ

る
が
、
透
明
性
確
保
の
万
全

な
体
制
は
し
か
れ
て
い
る
。

問　

公
用
車
の
運
転
日
報
に

記
載
が
あ
り
、
動
向
に
は
な

か
っ
た
今
年
２
月
17
日
の
東

京
都
の
件
だ
が
、
16
時
に
役

場
を
出
て
帰
り
が
21
時
45
分

だ
っ
た
。
走
行
距
離
は
143
キ

ロ
。
公
務
内
容
は
何
だ
っ
た

の
か
。

答　

小
学
校
の
科
学
実
験
に

協
力
さ
れ
た
民
間
企
業
の
情

報
交
換
の
場
に
出
席
し
た
。

町が提案したトイレそばの販売場所

公用車の運転日報

　庁舎ロビーでの
　　　　物品販売の考えは

場所と時間を提案した

　公用車使用の公務に
　　　　　　　疑問があるが

町政に有用な仕事だ
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議会だよりのアンケート結果をお知らせします
　議会だより編集委員会では、読みやすく、分かりやすい議会だよりを目指して、第188号（７月27日発行）に
おいてアンケートを実施し、８月31までの間に計25名の方から回答をいただきました。
　お忙しい中、貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。
　アンケート結果やお寄せいただきましたご意見を参考にし、より良い紙面作りを目指してまいります。

※その他としていただいたご意見（感想も含む）
○質問する議員さんの写真がのっていて親しみを覚える。
○ 最近の議会だよりは読みやすく、よりよいものへ改善していこうという意欲がみられ好感がもてる。議会だよ

りが身近なものになった。
○議会傍聴者にインタビューをしたらどうか。町民にとって開かれた議会であることを知らせたほうがよい。
○議案の内容や質疑内容などをもう少し詳しく知りたい。時々簡潔すぎると感じることがある。
○見出しも分かりやすくて、これからも読み続けたいと思う。
○一般質問の議員さんの写真が不自然に感じる。
○小さなイラストでもポップなものが入っていると若いお母さんでも読んでみようという気持ちになると思う。

（議会や議会活動に対するご意見等も多数いただきました。紙面の都合上すべてのご意見を掲載できませんので、議会だより
に関する主なご意見を掲載させていただきました。）

未回答
8%

30代
8%40代

12%

50代
16%

60代
20%

70代以上
36%

性別 年代

男性
28%

女性
68%

0%

すべて読む
36%

興味のあるところだけ
60%

読みやすい
24%

あまり読みやすくない
12%

未回答
8%

まあまあ読みやすい
56%

未回答
4%

20%

20

6
9 8

17
19

15
9

4 5
10

0

件

（複数回答あり） （複数回答あり）

20

10

0

件

政務活動費の使途状況など

40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

未回答
4%

Q  あなたの性別、年代を教えてください

Q  議会だよりを読んでいますか。 Q  記事の配置など読みやすい構成になっていますか。

Q  どのような議会だよりであれば、読みたいと思いますか。 Q  興味のある記事は何ですか。

読
み
や
す
い

議
案

一
般
質
問

賛
否
結
果

議
会
活
動

そ
の
他

議
案
、質
疑
が
充
実

町
民
参
加
の
企
画

そ
の
他※

Q  あなたの性別、年代を教えてください

Q  議会だよりを読んでいますか。

Q  興味のある記事は何ですか。

Q  記事の配置など読みやすい構成になっていますか。

Q  どのような議会だよりであれば、読みたいと思いますか。
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笑
顔
シ
リ
ー
ズ

　議会だより編集委員会では、第190号
（平成30年１月26日発行）の表紙写真を
募集しています。

テ ー マ：「笑顔」
応募期間：平成29年12月27日まで受付
※応募上の注意や応募方法は、議会だより
第184号または大磯町議会ホームページで
ご確認ください。
問い合わせ：大磯町議会事務局

議会だよりの

表紙を飾りませんか

　

教
会
の
お
庭
に
散
歩
に
来

た
「
も
あ
な
こ
び
と
の
こ

や
」
の
園
児
た
ち
。
す
ぐ
に

庭
の
片
隅
に
あ
っ
た
大
き
な

空
の
水
鉢
を
発
見
し
、
最
初

は
周
り
で
遊
ん
で
い
ま
し
た

が
、
そ
の
う
ち
中
に
ス
ッ
ポ

リ
と
入
り
、
お
顔
を
出
し
ま

し
た
。

　
「
は
い
！
ポ
ー
ズ
」あ
ま
り

の
可
愛
ら
し
い
し
ぐ
さ
に
、

つ
い
つ
い
何
度
も
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
押
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
撮
影

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

【
発
行
責
任
者
】

議　
　

長　
　

関　
　

威
國

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

委
員
長　
　

渡
辺　

順
子

副
委
員
長　
　

清
田　

文
雄

委　
　

員　
　

高
橋　

英
俊

　
　
　
　
　
　

奥
津　

勝
子

　
　
　
　
　
　

二
宮
加
寿
子

　
　
　
　
　
　

玉
虫
志
保
実

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】

副
議
長　
　

竹
内
恵
美
子

　

既
に
皆
さ
ま
ご
存
じ
の
と

お
り
中
学
校
給
食
問
題
が
テ

レ
ビ
・
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
、

町
民
の
皆
さ
ま
は
も
と
よ
り

全
国
か
ら
ご
心
配
の
電
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
会
だ

よ
り
編
集
委
員
会
も
経
過
を

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き

る
よ
う
に
何
回
も
校
正
を
重

ね
ま
し
た
。
お
読
み
に
な
っ

た
感
想
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　

さ
て
、
恒
例
に
な
り
ま
し

た
議
会
報
告
会
は
11
月
11
日

（
土
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

議会スナップ

10月17日　群馬県吉岡町議会視察来庁
議会改革について視察

９月22日　決算特別委員会
中学校給食について厳しい質問

１１月２９日(火)　議案上程等
１２月　７日(木)　一般質問
　　　　８日(金)　一般質問
　　　１４日(木)　委員長報告等

12月定例会
湘南ケーブルテレビ
にて放送されます。
生放送９時～、
再放送は19時～

ＳＣＮ101チャンネルにて放送

議会報告会へ
ぜひご参加ください

当日はこの『議会だより』をお持ちください

　決算報告のほか、少人数に分かれて意見交換も行
います。ぜひ、皆さんの声をお聞かせください。

11月11日（土）
10：00～11：30　国府支所２階会議室
15：00～16：30　保健センター２階研修室

は
い
！
ポ
ー
ズ　
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